令和７年７月17日

農業関係機関・団体　御中
富山県米作改良対策本部

水稲の葉色低下に伴う追肥対応等について
　
７月上旬以降、高温・少雨で推移しており、現在、葉色が淡いほ場が多く見られます。
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特に、コシヒカリでは令和５年と
同程度まで淡くなっており、収量・
品質の大幅な低下が懸念されます。
今後も高温で推移することが予想
されていることから稲体活力の維持
に向けて積極的な追加穂肥の施用と
水管理について指導願います。
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4.0以下（SPAD値32以下）出穂３～７日前に

※砂壌土は4.2以下（SPAD値34以下）窒素成分で0.7～1.0kg/10a

4.0より濃い（SPAD値32より高い）

※砂壌土は4.2より濃い（SPAD値34より高い）

無し

１　積極的な追加穂肥の施用
（１）コシヒカリ

・肥効調節型基肥栽培では、表を目安に出穂７日前に必ず葉色診断を行い、葉色が淡い場合は　　直ちに追加穂肥を施用し、穂揃期の葉色を4.2～4.5（砂壌土は4.5）に確実に誘導する。
・また、ドローンや流し込み等の省力的な追肥方法も活用し、積極的に追加穂肥を施用する。




（２）富富富
・肥効調節型基肥栽培では、原則、追加穂肥は施用しない。ただし、現在葉色が急激に低下していることから、出穂7日前のSPAD値が32（群落葉色4.2）未満と淡い場合は、出穂３日前までに窒素成分で1.0kg/10a程度の追加穂肥を施用する。
（３）てんこもり
・幼穂形成期頃～出穂前７日頃の葉色が淡い場合（壌土・埴壌土4.0以下、砂壌土4.2以下）は、直ちに窒素成分で1.0kg/10a程度の追加穂肥を施用する。
２　水管理（水稲全品種）

・出穂期までは飽水管理（足あとに水が残る程度の湿潤状態を維持）を徹底し葉色低下を防ぐ。
・出穂後20日間は湛水状態を保ち、登熟期間の稲体活力を維持する。
・用水が下流域まで行き渡るように、地域での計画的かつ効率的な水利用に努める。

現在、葉色が


令和５年程度


まで急激に低下している





図１　葉色の推移（生観コシヒカリ）








高温年では追加穂肥の施用により、


稲体活力が維持され品質・登熟が向上





表　「コシヒカリ」の肥効調節型基肥栽培における追加穂肥の目安（５月13日頃移植、７月９日幼穂形成期の場合）





現在、県内全域で葉色が淡いため、積極的に追加穂肥を施用する





図２　追加穂肥施用が穂揃期の葉色と品質に


及ぼす影響（R５総点検運動ほ）








